
TRIOのファームウェア・アップデート手順	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

1. http://digitech.com/en-US/software から、お使いの PC に対応した TRIO Updater をダウ
ンロードしてください。

2. ダウンロードしたファイルを実行して、TRIO Updater を PC にインストールしてください。

3. TRIO Updater を起動します。右のウィンドウが表示されます。

4. TRIO の電源をオンにし、PC と USB 接続します。Windowsでは必要なドライバーのインストー
ルが自動で始まりますので、完了するまで待機します。

5. TRIO Updater が TRIO を認識すると、右のようにウィンドウが変化し、左側のエリアには TRIO
の現在の状態が表示されます。

6. [ Check for Latest Updates ] をクリックします。インターネットへの接続が必須となります。

7. アップデート可能なファームウェアが存在する場合には、右のようにファームウェア・ファイルの詳
細が表示されます。複数の項目が表示されている場合には、１項目が終了する度に TRIO の再
起動が求められますので、ご注意ください。

8. [ Start Update ] をクリックするとアップデートが開始されます。

9. アップデート中には、進捗を示すバーや各種情報および警告が表示されます。

10. [ Please power-cycle the device now ] が表示されたら（この時 TRIO は STYLE LED が緑
色点灯が周回）、電源を一旦オフにして、再びオンにしてください。

11. TRIO が再起動し、アップデートが残っている場合には自動的に STEP-9 の状態になります。

12. STEP-10 を行い、すべてのアップデートを完了させます。

13. アップデートが完了すると左側のエリアの情報が更新されます。

14. TRIO Updater を終了させ、TRIO と PC の USB 接続を外してください。

　



パート学習前に TRIOにヒントを与え学習精度を上げる	 	 	 	 	 	 	 	 	

ファームウェア・バージョン 1.4 以降の TRIO では、コード学習前に特定の操作を行うことで、TRIO にコード進行のヒントを与えることができ、結果として
学習結果をユーザーの要求に近づけることができます。以下のヒントを TRIO に与えることができます。

• あらかじめ特定のスタイルを指定することができます（プリ・スタイル・セレクト）。

• 非常にテンポの速い曲か、あるいは非常にテンポの遅い曲なのかを教えることができます（ALT TIME）。

スタイルを事前に指定する（プリ・スタイル・セレクト）

あらかじめスタイルを指定しておくことで、パートの学習時に指定したスタイルがデフォルトで選択されるようにできます。

1. 新しいパートの選択直後（LEARN LED がゆっくりした赤色点滅時）に、STYLE ノブを操作して任意のスタイルを指定します。指定された STYLE 
LED が点滅（LEARN LED と同期点滅）を開始し、プリ・スタイル・セレクト（事前のスタイル選択）が行われたことを示します。プリ・スタイル・セレ
クトされたスタイルは、故意に変更しないかぎり、すべてのパートの学習後に強制選択されます。

2. プリ・スタイル・セレクト機能をキャンセルして、初期設定のオートマチック・スタイル・セレクトに戻すには、STYLE LED がすべて消灯するまで
STYLE ノブを回してください。

注意！　この機能が利用できない場合には、TRIO のファームウェア・バージョンが 1.3 以前です。この機能を利用するには、TRIO Updater を使用
してファームウェア・バージョンを 1.4 以降にアップデートしてください。

ALT	TIME ボタンで曲のテンポ解釈を指定する

学習させるコード進行のテンポが非常に早い場合や非常に遅い場合には、TRIO がテンポ解釈を誤認識することがあります。このような場合には、学
習を始める前に ALT TIME ボタンを押すことによって、これから学習させるコード進行のテンポが非常に速いか、非常に遅いものであると TRIO に知
らせておくことができ、学習結果の精度を上げることができます。

1. パートの学習前（LEARN LED はゆっくりした赤色点滅）に、ALT	TIME ボタンを押します。ALT TIME ボタンは赤色点滅に変わります。ALT TIME
ボタンが赤色点滅している場合には、TRIO は学習結果に最も遅いテンポを適用します。

2. もう一度 ALT	TIME ボタンを押すと、ALT TIME ボタンは緑色点滅に変わります。ALT TIME ボタンが緑色点滅している場合には、TRIO は学習
結果に最も速いテンポを適用します。

3. もう一度 ALT	TIME ボタンを押すと ALT TIME ボタンは消灯し、ノーマル・オペレーションに戻ります。

注意！　この機能が利用できない場合には、TRIO のファームウェア・バージョンが 1.3 以前です。この機能を利用するには、TRIO Updater を使用
してファームウェア・バージョンを 1.4 以降にアップデートしてください。

シンプル・ベースライン機能	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

後述の操作を行うことによって、シンプルなベースラインを指定することができます。

TRIO におけるシンプル・ベースラインは、小節の先頭でルート音を一度だけ演奏、あるいは、コードチェンジのタイミングでルート音を一度だけ演奏とな
ります。

注意！　この機能は TRIO のファームウェア・バージョン 1.4 以降で利用可能になります。この機能が利用できない場合には、ファームウェア・バージョ
ンが 1.3 以前であるため、TRIO Updater を使用してファームウェア・バージョン 1.4 以降にアップデートしてください。

シンプル・ベースラインを利用する手順

1. GUITAR	FX ボタンを押し続けると、すべてのランプが消灯します（すでにシンプル・ベースラインが指定されている場合には ALT TIME のランプだ
けが赤色点灯します）。

2. GUITAR	FX ボタンを押したまま、

• BASSノブを最小のポジション（反時計方向にフルダウン）にセットすると、ALT TIME ボタンが赤色点灯し、シンプル・ベースラインが選択されます。

•  BASSノブを最大のポジション（時計方向にフルアップ）にセットすると、ALT TIME ボタンは消灯し、標準のベースラインが選択されます。

3. GUITAR	FX ボタンから指を離し、BASSノブを時計方位 12 時くらいにセットしてから、TRIO の使用を再開してください。

注意！　シンプル・ベースラインが選択されている場合には、現在選択されているスタイルの STYLE LED が赤色点灯に変わります（標準ベースライン
の場合には同色のより明るい点灯）。



オプション・フットスイッチ FS3Xの機能拡張	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

TRIO のハンズフリー・コントロールを拡張するために、別売の DigiTech FS3X フットス
イッチを CONTROL IN ジャックに接続することができます。TRIO と FS3X の接続は、
必ずステレオ・ケーブル（FS3X に付属）で接続してください。モノラル・ケーブルで接続さ
れると TRIO が誤動作を起こします。FS3X で拡張されるハンズフリー機能は次頁に記載
された３つモードから選択できます。

モード モード選択操作
 (*1)

各フットスイッチで行える操作
Footswitch 1 Footswitch 2 Footswitch 3

ライブ Footswitch 1

ALT TIME モードを切替
パートの学習前ではテンポ・ヒ

ントを指定 *3
（赤色点灯 =Slow、緑色点灯

=Fast、消灯 =Auto）

次のスタイルへ移動
（押し続けると、前のスタイ

ルへ移動）
パートの学習前ではプリ・セ
レクト・スタイルの指定 *3

次のパートへ移動
（再生停止中に押し続ける
と、カウント・イン機能を有

効化）

テーブル・トップ
（初期設定 *2）

Footswitch 2
TRIO の

BANDフットスイッチ
と同機能

次のスタイルへ移動
（押し続けると、前のスタイ

ルへ移動）
パートの学習前ではプリ・セ
レクト・スタイルの指定 *3

次のパートへ移動
（再生停止中に押し続ける
と、カウント・イン機能を有

効化）

ライブ・ミキサー Footswitch 3 押し続けている間だけ
ベースをミュート

押し続けている間だけ
ドラムをミュート

押し続けている間だけ
ベースとドラムをミュート

 　　*1 希望するモードを選択するには下項の手順を行ってください。

 　　*2 Version 1.3 以前の TRIO では、テーブル・トップ・モード以外のフットスイッチ・モードは利用できません。

 　　*3 誤操作を防ぐため、これらの操作には、最初の操作時のみ、フットスイッチの長押しが必要となります。

FS3Xのフットスイッチ・モード選択手順	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

1. TRIO の電源をオンにします。

2. FS3X が TRIO に接続されている場合には、TRIO+ 側のケーブルを外します。

3. 上表の「モード選択操作」欄を参照して、希望する FS3X フットスイッチ・モードに対応する FS3X のフットスイッチを押したまま、次のステップを行い
ます。

4. FS3X のフットスイッチを押し続けたまま、FS3X からのケーブルを TRIO の CONTROL	 INジャックに接続します。ケーブル接続後も１秒以上は
FS3X のフットスイッチを押したままにしてください。

5. FS3X フットスイッチを離します。

6. 選択した FS3X フットスイッチ・モードが、TRIO に適用されます。

7. 一旦セットしたモードは、次回電源オン時にも適用されます。

TRS Cable

32

USING AN FS3X FOOTSWITCH
An optional DigiTech FS3X 
Footswitch can be connected 
to the CONTROL IN jack for 
additional hands-free control. 
A TRS (tip-ring-sleeve) 1/4” 
cable must be used when 
connecting the FS3X to the 
TRIO+. 

When using an optional FS3X 
Footswitch for control, there 
are 3 modes of operation to 
select from. The table below 
shows the 3 modes and the 
functions controlled by each 
of the FS3X footswitches in 
each mode.

TRS Cable

Footswitch
1

Footswitch
2

Footswitch
3

FS3X 
Mode

Press & Hold
While Connecting

FS3X Control

Footswitch 1 Footswitch 2 Footswitch 3

Live  
(Default)

FS3X Footswitch 1
Go to next STYLE 

(hold to go to 
previous STYLE)

Go to next PART (hold 
when stopped to  turn 
on drum stick count-in 

or metronome)

Toggle ALT TIME 
mode

Table Top FS3X Footswitch 2
Same as TRIO+  

LOOPER footswitch

Go to next PART (hold 
when stopped to turn 
on drum stick count-in 

or metronome)

Same as TRIO+ 
BAND footswitch

Live Mixer FS3X Footswitch 3 Hold to mute bass Hold to mute drums
Hold to mute bass 

and drums

To change the FS3X mode: 

1. Ensure the TRIO+ is powered up and running.

2. Unplug the FS3X from the TRIO+ (if it is currently plugged in).

3. Press and hold the FS3X FOOTSWITCH corresponding to the desired mode (see table above).

4. While holding the FOOTSWITCH, plug the FS3X into the CONTROL IN jack. Keep holding the 
FOOTSWITCH down for at least 1 second after plugging in the FS3X before releasing it.

5. The TRIO+ will now use the new footswitch mode.


